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一般競争入札（最低価格落札方式）

独立行政法人会計システム運用支援業務

平成27年4月1日

株式会社NTTデータ・アイ

平成27年2月13日　入札公告

平成27年3月11日　入札及び開札

改善項目 状況 具体的な取組内容

①仕様書の見直し等 ○
仕様書に役務の詳細を記載していることから、見直しが必要な事項はな
いものと考える。

②業務等準備期間の十分な確保 ○ 契約後、役務開始まで約2週間程度とある程度確保されている。

③公告期間の見直し ○ 公告期間を休日を含めて26日間確保した。

④公告周知方法の改善 ○
研究所の掲示板、ホームページ及び厚生労働省の掲示板に掲載し、参入
が予想される業者に幅広くPRを行った。

⑤電子入札システムの導入 × 必要性を含めて検討中

⑥業者等からの聴き取り ○
株式会社ＮＴＴデータが開発したシステムであり、他社の参入が困難と
なっている。

（注）１．「一者応札・応募等の改善取組内容」における「改善項目」は、平成21年7月3日事務連絡「競争契約における１者応札・１者応募についての改善

　　　　　方策等について（依頼）」に基づき各法人で作成した改善方策等を基に、適宜追加すること。

（注）２．「一者応札・応募の改善取組内容」における「状況」は、取組済の場合は「○」、取組未済の場合は「×」を記載。

（注）３．本書式は雛形であることから、必要に応じて適宜項目を追加すること。

契約監視委員会のコメント

一者応札・応募等事案フォローアップ票

法 人 名

案 件 番 号

入 札 及 び 契 約 方 式

契 約 の 件 名 及 び 数 量

契 約 締 結 日

契 約 の 相 手 方 の 商 号 又 は 名 称 等

入 札 経 緯 及 び 結 果

一者応札・応募等の改善取組内容

法人における事後点検の結果講ずることとした措置

可能な限り公告期間及び履行期間を長く確保する。

一者応札はやむを得ない。

（法人における契約監視委員会のコメントに対して講ずる措置）

本案件を審議した契約監視委員会の委員

田極春美、竹内啓博、海野哲也、藤川裕紀子（敬称略）
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一般競争入札（最低価格落札方式）

平成27年度独立行政法人労働安全衛生総合研究所損害保険　一式

平成27年5月25日

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

平成27年4月28日　入札公告

平成27年5月25日　入札及び開札

改善項目 状況 具体的な取組内容

①仕様書の見直し等 ○
仕様書に役務の詳細を記載していることから、見直しが必要な事項はな
いものと考える。

②業務等準備期間の十分な確保 ○
契約後、役務開始まで約1週間程度であるが、落札業者決定後は事務処
理のみで良いことを考えるとある程度確保されている。

③公告期間の見直し ○ 公告期間を休日を含めて27日間確保した。

④公告周知方法の改善 ○
研究所の掲示板、ホームページ及び厚生労働省の掲示板に掲載し、参入
が予想される業者に幅広くPRを行った。

⑤電子入札システムの導入 × 必要性を含めて検討中

⑥業者等からの聴き取り ○ 昨年度の落札金額に及ばないことから、入札参加を見送った。

（注）１．「一者応札・応募等の改善取組内容」における「改善項目」は、平成21年7月3日事務連絡「競争契約における１者応札・１者応募についての改善

　　　　　方策等について（依頼）」に基づき各法人で作成した改善方策等を基に、適宜追加すること。

（注）２．「一者応札・応募の改善取組内容」における「状況」は、取組済の場合は「○」、取組未済の場合は「×」を記載。

（注）３．本書式は雛形であることから、必要に応じて適宜項目を追加すること。

契約監視委員会のコメント

一者応札・応募等事案フォローアップ票

法 人 名

案 件 番 号

入 札 及 び 契 約 方 式

契 約 の 件 名 及 び 数 量

契 約 締 結 日

契 約 の 相 手 方 の 商 号 又 は 名 称 等

入 札 経 緯 及 び 結 果

一者応札・応募等の改善取組内容

法人における事後点検の結果講ずることとした措置

引き続き参入が予想される業者に広くPRを行うなど周知に努める。

書類提出の締切り日について、異なる日付が混在し、分かりにくい状態となっているため、改善を検討すること。

（法人における契約監視委員会のコメントに対して講ずる措置）

上記のとおり取り組む。

本案件を審議した契約監視委員会の委員

田極春美、竹内啓博、海野哲也、藤川裕紀子（敬称略）
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一般競争入札（最低価格落札方式）

平成２７年度透過電子顕微鏡Tecnai SPIRIT　BT／D1086保守点検業務　一式

平成27年4月1日

日本エフ・イーアイ株式会社

平成27年1月29日　入札公告

平成27年3月2日　入札及び開札

改善項目 状況 具体的な取組内容

①仕様書の見直し等 ○
仕様書に役務の詳細を記載しており、また、不明な点は、入札説明会で
フォローできる体制になっていることから、見直しが必要な事項はないも
のと考える。

②業務等準備期間の十分な確保 ○
開札後、役務開始まで約１か月の準備期間を設けており、十分確保され
ている。

③公告期間の見直し ○
随意契約等見直し計画において公告期間を開所日で10日以上（休日含
め2週間）確保することとしているが、公告期間を休日を含めて３０日以上
確保した。

④公告周知方法の改善 ○ 研究所の掲示板、ホームページ及び厚生労働省の掲示板に掲載した。

⑤電子入札システムの導入 × 必要性を含めて検討中

⑥業者等からの聴き取り ×
本件の保守点検は製造メーカー以外には困難であり、他に対応できる業
者を把握できない。

（注）１．「一者応札・応募等の改善取組内容」における「改善項目」は、平成21年7月3日事務連絡「競争契約における１者応札・１者応募についての改善

　　　　　方策等について（依頼）」に基づき各法人で作成した改善方策等を基に、適宜追加すること。

（注）２．「一者応札・応募の改善取組内容」における「状況」は、取組済の場合は「○」、取組未済の場合は「×」を記載。

（注）３．本書式は雛形であることから、必要に応じて適宜項目を追加すること。

契約監視委員会のコメント

一者応札・応募等事案フォローアップ票

法 人 名

案 件 番 号

入 札 及 び 契 約 方 式

契 約 の 件 名 及 び 数 量

契 約 締 結 日

契 約 の 相 手 方 の 商 号 又 は 名 称 等

入 札 経 緯 及 び 結 果

一者応札・応募等の改善取組内容

法人における事後点検の結果講ずることとした措置

可能な限り公告期間及び履行期間を長く確保する。

一者応札はやむを得ない。

（法人における契約監視委員会のコメントに対して講ずる措置）

本案件を審議した契約監視委員会の委員

田極春美、竹内啓博、海野哲也、藤川裕紀子（敬称略）
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一般競争入札（最低価格落札方式）

平成２７年度分析透過型電子顕微鏡ＪＥＭ－２１００保守点検業務　一式

平成27年4月1日

日本電子株式会社

平成27年2月6日　入札公告

平成27年3月11日　入札及び開札

改善項目 状況 具体的な取組内容

①仕様書の見直し等 ○
仕様書に役務の詳細を記載しており、また、不明な点は、入札説明会で
フォローできる体制になっていることから、見直しが必要な事項はないも
のと考える。

②業務等準備期間の十分な確保 ○
開札後、役務開始まで３週間の準備期間を設けており、十分確保されて
いる。

③公告期間の見直し ○
随意契約等見直し計画において公告期間を開所日で10日以上（休日含
め2週間）確保することとしているが、公告期間を休日を含めて３０日以上
確保した。

④公告周知方法の改善 ○ 研究所の掲示板、ホームページ及び厚生労働省の掲示板に掲載した。

⑤電子入札システムの導入 × 必要性を含めて検討中

⑥業者等からの聴き取り ×
本件の保守点検は製造メーカー以外には困難であり、他に対応できる業
者を把握できない。

（注）１．「一者応札・応募等の改善取組内容」における「改善項目」は、平成21年7月3日事務連絡「競争契約における１者応札・１者応募についての改善

　　　　　方策等について（依頼）」に基づき各法人で作成した改善方策等を基に、適宜追加すること。

（注）２．「一者応札・応募の改善取組内容」における「状況」は、取組済の場合は「○」、取組未済の場合は「×」を記載。

（注）３．本書式は雛形であることから、必要に応じて適宜項目を追加すること。

契約監視委員会のコメント

一者応札・応募等事案フォローアップ票

法 人 名

案 件 番 号

入 札 及 び 契 約 方 式

契 約 の 件 名 及 び 数 量

契 約 締 結 日

契 約 の 相 手 方 の 商 号 又 は 名 称 等

入 札 経 緯 及 び 結 果

一者応札・応募等の改善取組内容

法人における事後点検の結果講ずることとした措置

可能な限り公告期間及び履行期間を長く確保する。

一者応札はやむを得ない。

（法人における契約監視委員会のコメントに対して講ずる措置）

本案件を審議した契約監視委員会の委員

田極春美、竹内啓博、海野哲也、藤川裕紀子（敬称略）
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